
上
島
町
も
デ
イ
ゴ
の
赤
い
花
と
、
ブ
ー

ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
彩
り
鮮
や
か
な
花
が
咲
き

競
い
、
本
格
的
な
夏
を
迎
え
る
時
候
に
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
日
は
、
平
成
19
年
上
島
町
第
２
回
定

例
議
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

全
員
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
平
成
18
年
度
の
決
算
は
、
当
初

予
算
時
に
取
り
崩
し
と
し
て
い
た
約
14
億

円
の
基
金
を
、
町
税
や
普
通
交
付
税
・
特

別
交
付
税
等
の
増
、
な
ら
び
に
行
財
政
改

革
等
の
効
果
に
よ
り
１
億
８
千
万
円
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
18
年
３
月
の
定
例
議
会
「
諸
般
の

報
告
」
に
お
い
て
、
徳
川
家
康
の
「
不
自

由
を
常
と
思
え
ば
不
足
な
し
、
心
に
望
み

起
こ
ら
ば
、
困
窮
し
た
る
時
を
思
い
出
す

べ
し
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
た
お
願
い

が
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
役
場
職
員

の
知
恵
と
努
力
に
よ
り
、
上
島
町
に
と
っ

て
よ
り
良
い
方
向
に
進
み
、
基
金
総
額
に

お
い
て
も
合
併
当
初
の
約
35
億
円
台
を
割

り
込
む
こ
と
な
く
、
行
財
政
の
運
営
が
行

え
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

し
か
し
、
今
後
も
財
政
状
況
の
厳
し
さ

に
は
変
わ
り
な
く
、
19
年
度
当
初
予
算
に

お
い
て
も
12
億
９
千
万
円
の
基
金
と
い
う

「
定
期
預
金
」
を
取
り
崩
す
こ
と
で
凌
い

で
お
り
ま
す
の
で
、
上
島
町
の
現
状
を
ご

理
解
の
上
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
支
出
を
計

画
的
に
行
う
た
め
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

３
月
定
例
会
後
の
主
な
活
動
報
告
と
し

て
、
３
月
28
日
に
は
、
廃
棄
物
処
理
行
政

の
一
元
化
と
効
率
化
に
向
け
た
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
起
工
式
、
町
民
の
安
全
と
安

心
の
要
と
な
る
消
防
庁
舎
の
竣
工
式
が
執

り
行
わ
れ
、
日
常
生
活
の
環
境
整
備
の
向

上
に
新
た
な
施
策
が
動
き
始
め
ま
し
た
。

４
月
に
は
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
、

笑
顔
溢
れ
る
入
学
式
に
多
数
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
ま
た
、
新
年
度
の
人
事
異
動

に
対
応
す
る
た
め
の
挨
拶
回
り
や
要
望
活

動
を
、
県
や
四
国
地
方
整
備
局
・
国
会
や

各
省
庁
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。

５
月
に
は
広
報
等
に
よ
り
お
知
ら
せ
し

た
よ
う
に
、
７
日
・
８
日
と
韓
国
巨
済
島

か
ら
の
訪
問
が
あ
り
、
魚
島
の
先
人
達
と

の
歴
史
を
紐
解
き
な
が
ら
話
に
花
が
咲
き

ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
縁
を
大
切
に
、
上

島
町
と
し
て
新
た
な
交
流
に
繋
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

同
月
16
・
17
日
に
は
、
東
京
で
開
催

さ
れ
た
全
国
治
水
大
会
総
会
に
合
わ
せ
、

上
島
町
の
農
産
物
と
加
工
品
の
営
業
を
㈱

い
わ
ぎ
物
産
セ
ン
タ
ー
職
員
と
共
に
行
い

ま
し
た
。
１
２
０
年
の
伝
統
と
実
績
を
誇

る
「
新
宿
高
野
本
店
」
・
「
伊
勢
丹
」
・

「
株
式
会
社
　
イ
ー
・
エ
ム
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
」
・
築
地
市
場
内
「
株
式
会
社
　
西

太
」
・
「
株
式
会
社
　
風
見
」
・
新
橋
の

愛
媛
と
香
川
両
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

で
あ
る
「
旬
彩
館
」
を
は
じ
め
、
関
東
エ

リ
ア
の
民
間
業
者
に
サ
ン
プ
ル
を
提
供
し

新
規
商
品
の
紹
介
や
新
規
取
引
業
者
の
開

拓
に
努
め
ま
し
た
。

特
に
「
新
宿
高
野
本
店
」
で
は
、
６
月

18
日
か
ら
岩
城
の
青
い
レ
モ
ン
と
プ
リ
ン

ト
さ
れ
た
マ
ー
マ
レ
ー
ド
の
販
売
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
東
京
在
住
の
知
り
合

い
の
方
な
ど
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。

５
月
28
日
に
は
、
釧
路
で
開
催
さ
れ
た

日
本
港
湾
協
会
総
会
に
出
席
し
、
島
に
お

け
る
港
湾
の
大
切
さ
を
国
交
省
や
政
府
に

対
し
直
接
訴
え
、
６
月
６
日
か
ら
は
隠
岐

の
島
々
で
の
全
国
離
島
振
興
協
議
会
に
お

い
て
、
離
島
振
興
法
に
沿
っ
た
活
動
内
容

の
協
議
や
、
本
年
４
月
に
制
定
さ
れ
た

「
海
洋
基
本
法
」
の
「
離
島
に
関
し
、
海

岸
等
の
保
全
、
海
上
交
通
の
安
全
の
確
保

並
び
に
海
洋
資
源
の
開
発
及
び
利
用
の
為

の
施
設
の
整
備
、
周
辺
の
海
域
の
自
然
環

境
の
保
全
、
住
民
の
生
活
基
盤
の
整
備
そ

の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
」
と
い
う
主
旨
に
則
っ
た
離
島
に
対
す

る
支
援
対
策
の
決
議
を
採
択
し
、
７
月
は

じ
め
に
は
来
年
度
予
算
に
向
け
た
予
算
要

望
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
致
し
ま

し
た
。

６
月
10
日
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
関
西

岩
城
会
で
は
、
１
年
ぶ
り
に
元
気
な
皆
さ

ん
と
再
会
し
、「
郷
土
を
愛
す
る
心
」
と

「
ふ
る
さ
と
」
の
温
か
さ
を
熱
く
感
じ
ま

し
た
。

上
島
町
産
業
振
興
計
画
の
重
要
施
策
に

位
置
付
け
て
い
る
「
造
船
振
興
計
画
」
も

新
た
な
展
開
を
迎
え
、
６
月
16
日
の
岩

城
・
生
名
漁
協
の
総
会
に
お
い
て
獺
越

（
オ
ソ
ゴ
エ
）
地
区
海
面
埋
め
立
て
の
同

意
を
い
た
だ
き
、
理
事
会
と
の
工
程
協
議

に
よ
り
９
月
か
ら
工
事
開
始
の
計
画
で
進

ん
で
お
り
ま
す
。
生
名
立
石
港
周
辺
整
備

も
工
事
内
容
の
組
み
換
え
が
あ
る
も
の
の
、

予
定
以
上
の
予
算
が
国
か
ら
内
示
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
今
回
の
補
正
予
算
に
も
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
設
計
と
い
う
準
備
段
階
か
ら
実

施
工
事
に
移
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

や
近
隣
地
域
住
民
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係

各
位
の
変
わ
ら
ぬ
ご
高
配
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
国
政
の
状
況
で
す
が
、
６
月
19
日

に
経
済
財
政
運
営
の
基
本
指
針
と
な
る

「
骨
太
の
方
針
２
０
０
７
」
が
閣
議
決
定
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平
成
19
年
上
島
町
議
会
第
2
回
定
例

会
が
、
6
月
26
日
に
招
集
さ
れ
、「
上

島
町
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
な
ど
11
議
案
が
審
議
さ
れ
、

可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
本
会
議
で
は
、
は
じ
め
に

上
村
町
長
か
ら
諸
般
の
行
政
報
告
が
あ

り
、
一
般
質
問
の
後
、
11
議
案
の
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
上
村
町
長
の
諸
般
の
行
政
報

告
及
び
各
議
案
の
主
な
内
容
、
議
決
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議会の
うごき

上
島
町
議
会

平
成
19
年

第
2
回
定
例
会

上
村
町
長

諸
般
の
行
政
報
告



■
上
島
町
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

地
区
集
会
所
の
整
備
に
つ
い
て
、
受
益

者
に
応
分
の
負
担
を
求
め
、
そ
の
必
要
な

費
用
に
充
て
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
平
成
19
年
度
上
島
町
一
般
会
計
補
正
予

算
及
び
特
別
会
計
（
６
会
計
）
補
正
予
算

（
全
７
議
案
）

●
一
般
会
計

【
補
正
額
】

７
億
２
０
６
０
万
円

【
総
　
額
】
７
２
億
２
３
６
０
万
円

●
特
別
会
計
（
６
議
案
）

■
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て

■
字
の
区
域
変
更
に
つ
い
て

公
有
水
面
の
埋
立
て
に
よ
り
、
新
た
に

生
じ
た
土
地
を
確
認
し
、
上
島
町
弓
削
下

弓
削
及
び
弓
削
明
神
の
区
域
に
編
入
し
た

も
の
。
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さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
方
針
は
「
美
し
い

国
」
へ
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
り
、
特
に
上
島

町
に
関
連
す
る
こ
と
と
し
て
、「
地
域
活

性
化
」「
地
方
分
権
改
革
」「
教
育
再
生
」

「
少
子
化
対
策
の
推
進
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
」
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
「
骨
太
の
方
針
２
０
０

７
」
を
各
課
で
細
か
く
分
析
し
、
上
島
町

の
政
策
に
乗
せ
、
来
年
度
の
予
算
編
成
に

い
か
に
対
応
さ
せ
る
か
が
「
頑
張
る
地
方
」

と
し
て
力
の
見
せ
所
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
先
日
の
官
庁
速
報
に
よ
る
と
、

町
内
会
や
自
治
会
、
消
防
団
等
が
取
り
組

む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を
支
援
す
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
基
本
法
」（
仮
称
）
の

制
定
を
柱
と
し
た
地
域
社
会
の
再
生
策
が

ま
と
め
ら
れ
、
秋
に
予
定
さ
れ
る
臨
時
国

会
に
議
員
立
法
で
提
出
さ
れ
る
方
針
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
基
本
法
は
、
よ
り
多

く
の
住
民
の
参
加
と
活
動
を
促
し
、
そ
の

活
動
が
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
も

の
で
あ
り
、
国
が
直
接
町
内
会
や
自
治
会

に
対
し
優
遇
制
度
を
設
け
市
町
村
が
各
分

野
で
自
治
会
な
ど
と
連
携
を
拡
大
す
る
目

的
が
あ
り
、
過
疎
・
高
齢
化
に
よ
り
自
治

会
等
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
体
力
が
衰
え
つ

つ
あ
る
本
町
に
と
っ
て
は
、
法
案
の
早
期

成
立
が
待
た
れ
ま
す
。

現
在
上
島
町
に
お
い
て
も
「
ふ
る
さ
と

事
業
」
制
度
を
設
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
を
側
面
か
ら
支
援
し
て
お
り
、
平
成

18
年
度
に
お
い
て
は
23
件
、
総
事
業
費

約
７
２
０
万
円
の
う
ち
約
３
８
０
万
円
を

補
助
致
し
ま
し
た
。

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
以
前
の
よ
う
な
全
国
一
律
の
補
助
金

ば
ら
撒
き
制
度
で
は
な
く
「
頑
張
る
地
方

応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
や
る
気
が
あ
る
町
村
、
情
熱
が
あ
る

団
体
に
は
優
遇
措
置
が
用
意
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
地
域
を
愛
し
地
元
を
良
く
す
る
た

め
に
活
動
し
、
事
業
を
提
案
で
き
る
行
政

や
自
治
会
・
団
体
な
ど
に
光
が
当
た
る
制

度
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

上
島
町
も
今
後
、「
待
ち
」
の
姿
勢
で

は
な
く
「
提
案
」
と
「
攻
め
」
を
職
員
全

員
の
指
針
と
し
、「
情
熱
」
を
持
っ
て
全

て
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の

変
わ
ら
ぬ
御
指
導
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
話
題
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
る
「
佐

賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
本
の

中
に
、「
お
は
よ
う
、
と
言
え
た
ら
素
晴
ら

し
い
」「
こ
ん
に
ち
は
、
と
言
え
た
ら
カ

ッ
コ
イ
イ
」「
あ
り
が
と
う
、
と
言
え
た

ら
天
才
だ
よ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

３
月
の
定
例
議
会
で
、
新
た
な
予
算
措

置
な
し
で
も
上
島
町
を
明
る
く
温
か
い

「
ふ
る
さ
と
」
に
す
る
「
心
の
ふ
れ
あ
い

ゼ
ロ
予
算
事
業
」
と
し
て
、
子
供
達
が
通

学
時
に
交
わ
し
て
く
れ
る
元
気
の
良
い
爽

や
か
な
挨
拶
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

を
大
人
の
私
た
ち
が
見
習
い
実
践
す
る
こ

と
を
提
案
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
回
は

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
「
あ
り
が
と
う
」
を

加
え
る
こ
と
で
、
上
島
町
が
「
日
本
一
挨

拶
を
交
わ
す
町
」
に
な
る
こ
と
を
熱
望
い

た
し
ま
す
。

補
正
予
算
議
案

条

例

議

案

そ

の

他

議

案

議
案
の
主
な
内
容

及
び
議
決
結
果

―
原
案
可
決
―

180万円
6190万円
310万円

14億4510万円
1000万円

6億1800万円
▲150万円
7630万円
400万円

1億6500万円
－万円

2億2770万円

国　　保
診 療 所

老人保健

公　　共
下 水 道

ＣＡＴＶ

農業集落
排　　水

特別養護
老人ホーム

補正額
総　額
補正額
総　額
補正額
総　額
補正額
総　額
補正額
総　額
補正額
総　額

土　　地　　の　　所　　在

新たに生じた土地及び字の区域

上島町弓削下弓削1030の2から1030の
４まで及び1036並びに弓削明神652の
地先

上島町弓削明神60から63まで、69の
２、70、73、74、305、310の1、310
の２、650の2及び653の地先

面積（裃）

839.42

519.39

字

弓削下弓削

弓削明神

―
可
　
　
決
―

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

【
住
所
】
上
島
町
生
名
１
５
８
９
番
地

【
氏
名
】
村
上
　
　
修

【
生
年
月
日
】
昭
和
33
年
12
月
６
日

―
同
　
　
意
―




